
校長 森國 聡

毎朝、登校指導しています。1ヶ月くらい前までは4カ所（学校周りの信号３、横断歩道１）でした

が、地域の方のお話を受け、今はロータリーも加え、5カ所でおこなってい

ます。登校指導は、安全の確保だけではなく挨拶指導も兼ねています。

以前、全校朝会で、「挨拶をした相手を無視するのはダメ。ペコッと頭を

下げるだけでも十分なんだよ。」と話したことがあり

ます。ですが、今でも、決して少なくない子どもたちが挨拶をしない、返さな

いのが実情です。気が付かなかった、恥ずかしい、嫌なことがあった、挨拶す

る意味がわからないなど、理由はその子一人一人に必ずあると思いますが、

結構傷つきます・・・。

ところが、中学生、高校生、地域の方々はほぼ１００％挨拶をしてくれます。

今回の標題の意味はこれです。大切なことこそ、ジワジワと、ゆっくりと子

どもの深いところに入っていく。桜町中学校の生徒や高校生の挨拶の良さは、たくさんの人が、何

年もかけて、ゆっくりと浸透させたのだと思います。そう考えると、小学校教師として挨拶を返され

ないことに傷つくことは、ナンセンスなんだなあと思いはじめています。

本校の教育活動を、いつもあたたく見守ってくださり感謝申し上げます。よいお年をお過ご

しください。来年もどうそよろしくお願いいたします。

次年度の評価の改善システムの説明に対し、ご理解いただきましたことに深く感謝

申し上げます。本当にありがとうございました。３学期には、詳しい内容をお伝えで

きるよう、しっかりと準備を進めてまいります。

本日、２学期の通知表をお子様に渡しましたが、評価とは「励ますこと」です。お渡しした通知表から

お子様のよさと可能性を再確認し、いっぱい褒め、いっぱい励ましてあげていただければ幸いです。
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《学校だより》～「朝食・家庭学習・読書」の習慣を育てましょう～

《重点目標》誰一人取り残さない授業を通して、「ひとりだち」～自律の力を育む～

 

雪道注意！ 道路を渡る時は必ず左右確認。車は急にとまれません。

長い目で見ていくこと、指導を続けていくことの大切さ
就学前→小学校→中学校・・・・ 大切なことを言い続けていくことの効果

２０日間の冬休み！ 1月 14日（火）に元気に登校してくることを楽しみにしています！



おもちゃフェスティバル

１０、11日に2年生が1年生を招待して「おもちゃフェスティバル」
を実施しました。「まとあて」「ボウリング」「さかなつり」「わなげ」
「ほたってくん」「キャタピラレース」の6つのお店があり、2年生はお
兄さん、お姉さんとしてやり方などを優しく教え、1年生を楽しませて
いました。

保護者の皆様へ

○各種アンケートへのご協力ありがとうございました。体罰調査につきましてはWEBで１/２０までと
なっております。保護者アンケートにつきましては、１２/２０まででしたが、送付し忘れている
方は、今年中に安心・安全メールにてご回答お願いします。

○過日配付しました「確かな学びをはぐくむために」には、「生活習慣と学習習慣が身についている
児童は学力も高い」という結果が書かれています。冬休み中、生活が乱れやすくなりがちです。生
活習慣を整えるためにご家族で話し合ってみてください。

○桜小学校では、１２/２９より１／３までを学校閉庁日とさせていただきます。この期間は、学校
に職員はおりません。この期間緊急の連絡につきましては、小樽市役所（教育部教育総務課職員係
３２-４１１１内線７５２３）まで、上記期間以外は学校（５４－６４１７）までお願いいたします。
※別刷りで、小樽市教育委員会より『「小樽市立学校における働き方改革」について』を配付いた
しましたのでご参照ください。

いじめ防止サミット

５日（木）に桜町中学校生徒会と桜小児童会より６名が参加し、いじ

め防止サミットを実施しました。桜町地区のいじめ防止の合い言葉「さ

かみち」をより浸透させ、いじめをなくすにはるにはどうしたらよいか

を話し合いました。いじめ防止のポスターを作成して掲示する、各学級

で呼びかけを行い、いじめ防止の意識を高めるなどの意見が出ました。

今回話し合われたことをもとに生徒会、児童会を中心に取組を行っていきます。

食育教室

２日には３年生、１０日には４年生が太田花梨栄養教諭を招

いて、食育教室を行いました。３年生は給食調理員さんのお仕

事について映像を見たり、実際に調理器具をもったりして体験

しました。４年生は普段食べているおやつについて自分の経験

をもとに学習しました。

お知らせ

北海道教育委員会では、子どもたちの生活リズムが乱れがちになる冬休み期間

を含む１２月から１月を「早寝早起き朝ごはん」運動の啓発強化期間として設定

し、普及啓発に取り組んでおります（裏面にリーフレットを掲載しています）。

子どもたちの望ましい生活習慣の定着に向け、学校でも日々指導しておりま

す。ご家庭におかれましても、規則正しい生活を送ることができるよう話し合っ

てみてください。
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